
- 1 -

【別紙様式１】

平成１６年度学校経営計画表
１ 学校の現況

学校番号 ２３ 学校名 茨城県立水戸第三高等 課程 全日制 学校長名 根本明德
学校

教頭名 市毛正道 事務 室 櫻井徳子（ ）
長名

102教職員数 教諭 ５１ 養護 １ 常勤 ３ 非常勤 ３７ ２ 事務職 ６ 技 術 職 ２ 計実 習 教 諭 ， 実 習 講
教諭 講師 講師 員 員等師 ， 実 習 助 手

生徒数 小学科 １年 ２年 ３年 ４年 合計 合計クラス数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

普 通 科 ０ ２３９ ０ ２３８ ０ ２３７ ０ １８714
家 政 科 ０ ４０ ０ ４０ ０ ３８ ０ ３118
音 楽 科 ０ ２７ １ ２５ ０ ２４ １ ３76

２ 目指す学校像

豊かな教養と、社会の変化に主体的に対応出来る能力を備え、心身ともに健やかな人間の育成に努める。
地域の進学校として、教職員が一致協力して学校運営に努め、生徒１人１人の進路実現を目指す。

する。また、部活動や課外活動等を通し礼儀正しく主体的に社会に貢献できる人間を育成

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む ）。

項目 現状分析 課題
家庭学習時間が十分に確保されていないものは学習意欲が 主体的な学習意欲の喚起学習指導
乏しい。

進路指導 第一志望の上級学校への進学が十分には実現しているとは 第一志望校進路実現への対策
言えない。

生徒指導 規範意識に欠ける面がみられる。 規範意識の育成

特別活動 学校行事等で主体的意欲的に活動できるものがやや少な 主体的に活動できる能力を高めるための
い。放課後の課外活動等への参加者が十分ではない。 効果的方法
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４ 中期的目標

１ 学習意欲を高め、確かな学力を育む教科指導及び進路指導体制を確立する。

２ 自律性、社会性の育成を重視し、豊かな心を育てる。

５ 年次ごとの重点目標

年次 重点目標 具体的目標 達成状況
家庭学習習慣の定着化 週末課題や小テストの実施。

学年プラス１時間の学習時間の確保
進路意識の喚起 進路ガイダンス等の実施

１年次 規範意識の養成 登下校等の指導の実施
特別活動等に主体的に参加す 文化的体育的行事における生徒中心の立案企画
る意欲の育成

前年度の重点目標、具体的目
標が達成できたかどうかを検
証することにより、前年度以
上の成果を上げられる方策を

２年次 考える。
習熟度別授業の取り組み よりよい学習効果が期待できる学習形態の研究

よりよい学習環境の整備 少人数用教室及び自学自習のできる学習室の設置

前年度の重点目標、具体的目
標が達成できたかどうかを検
証することにより、前年度以
上の成果を上げられる方策を

３年次 考える。
習熟度別授業の取り組み よりよい学習効果が期待できる学習形態の研究

よりよい学習環境の整備 少人数用教室及び自学自習のできる学習室の設置


